
令和８年度 ９月号
群馬県立前橋清陵高校
進路指導部（夜間部）

就職希望者へ（対象：卒業予定者）



進学希望者へ（対象：卒業予定者）

□【進学６】学校推薦型選抜申込書提出 締め切り9月４日（金）
９月１５日（火）校内推薦会議（学校推薦型選抜（指定校・公募制））

□【進学７】進学関係書類作成及び交付願いを担任に提出（推薦の了承を得たらすぐ）
指定校の募集要項を担任から受け取り、保護者と確認（不明な点は担任まで申し出ること）
確認事項：願書受付期間、受験日、提出書類、受験料支払い方法等

□必要に応じて、「小論文指導のお願い」「面接練習のお願い」を担任に提出

長い夏休みが終わり、いよいよ授業も始まりました。
卒業予定の生徒にとっては、就職試験や進学試験が本格化する「勝負の秋」の到来です。
今月は、進路を切り拓いていく皆さんに、ぜひ心に留めてほしい言葉があります。
それは「リスペクト（敬意・尊重）」というキーワードです。

1. 自分の「これまで」をリスペクトする
「自分には誇れる実績がない」「アピールできる強みが見つからない」と悩んでいませんか？
定時制高校に通う皆さんは、日々の仕事やアルバイト、家事、学業の両立など、それぞれが異なる

課題を抱えながら、毎日学校へ通い、今日まで歩んできました。その歩み自体が、素晴らしい
価値を持っています。
まずは、ここまで粘り強く頑張ってきた自分自身をリスペクト（肯定・尊重）してください。自分の
努力を認め、価値を信じることから、面接や書類で伝える「自己PR」が生まれます。

2. 他者の「生き方」をリスペクトする
進路活動が始まると、周囲の動向が気になり、焦りを感じることもあるかもしれません。
しかし、定時制には多様な年齢や背景を持つ仲間がいます。目指すゴールも、進むペースも、人そ
れぞれで違って当たり前です。

他人の成功を羨んだり、自分と比較して落ち込んだりする必要はありません。「人は人、自分は
自分」として、仲間の選択や努力をリスペクト（尊重）しましょう。お互いの道を応援し合
える関係が、受験期の大きな支えになります。

3. 面接や社会で最も求められるもの
進路の面接官や、これから皆さんが羽ばたく社会の大人たちは、皆さんの「リスペクトの姿勢」を
しっかりと見ています。

•自分の言葉に責任を持ち、自分を大切にできているか
•面接官や職場の仲間の意見に、耳を傾けて尊重できるか
相手を敬い、同時に自分も大切にする「リスペクトの精神」は、社会で良好な人間関係を築くため

の最強の武器になります。

自分と未来を「リスペクト」しよう


